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令和７年度水稲うるち玄米の検査の学習を行います！ 

 

実りの秋を迎え、興陽高校のある県南部の児島湾干拓地では、収穫後の米の検査も始ま

りました。本校では、検査を興陽高校ライスセンター周辺で、外部の米の検査員の方によ

る検査を行います。 

実際の検査の仕方や手順を生徒が体験し検査の方法を学び、検査員の補佐を行いますの

で、是非取材よろしくお願いします。 

 

記 

 

１ 日 時 １０月２０日（月）１３：３０～１５：１５ （雨天決行）１回目 

         ２８日（火） ９：００～１１：４０    〃  ２回目 

      １１月 ４日（火） ９：００～１１：４０    〃  ３回目 

           ６日（木）１１：００～１２：４０    〃  ４回目 

２ 場 所 興陽高校内ライスセンター周辺、7 号館周辺にて 

３ 参加者 農業科２・３年生 作物類型２８名 

４ 品種名 １回目検査 きぬむすめ・紙袋（３０ｋｇ）入り、約７００袋 

ぴかまる・紙袋（３０ｋｇ）入り、約１７０袋 

２回目検査 ぴかまる・にこまる 併せて約３００袋 

３回目検査 にこまる・朝日 併せて約３００袋 

４回目検査 朝日・雄町 併せて約３００袋 

 

学校 岡山県立興陽高等学校 

担当者 

教  頭  佐々木正剛 

教  諭  松岡  聡 

実習教諭  吉原 満得 

連絡先 086-296-2268 

お知らせ 

興陽高校の概要については、本校ＨＰをご覧ください！ 

http://www.koyohigh.okayama-c.ed.jp/ 


